
(その4）

（3） 自主的取組実績の評価

ア （1）の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価

備考評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。

イ課題と対策

お客様からの製品をお預かりして、塗装を行っていますが、長期の耐候性を求める等

溶剤塗装の需要はまだまだ多くVOCを含まない粉体塗装への移行は難しい面もありますが

今後も粉体塗装の推奨を営業と共に撹枠していきます。

備考この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がCの場合は、必ず記
載すること。
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工場又は事
業場の名称

パーカー加工株式会社

千葉工場

評価
計画年度の属する年度

平成21年度以前 平成22年度 平成23年度以降

A
目標年度の目標達成に向け

て順調に進んでいる。

削減目標を達成できた。 計画年度の目標を達成でき
ﾁニ

B

目標年度の目標達成に向け

て概ね順調に進んでいる

(一部に課題がある。 ） 。

削減目標を概ね達成でき

(一部に課題がある。 ） 気
緬年度の目標を概ね達蔬

できた（一部に課題があ
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C
目標年度の目標達成に困難

な課題がある。

削減目標の達成に困難な課

題がある。

計画年度の目標の達成に困

難な課題がある。


